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　||111911fにあ乙II'||‘| .ly･は、･､IShこよるとII･E喘２年

Ｕ３３３年】にn｢｣建され現在は､仏唾が|･I･|‘ilとなってい

ｉす.また.開｣ぶは､足弔|JI!9氏だと伝えj‘､れています.

山梨市三ケ所620

【車】中央白勤聊勝沼ICより20分

【宙虫】JR中央本愉山梨駅下座植歩10分

嗚雫･:

　rlij釦をl.IF3た薬『IIljlll来像があることで有利な

このおjjl･-は､II･|'ijやIR･gl文化財をーく所蔵してい

ますお｡‘f･にはII･･II坊がありｊ削|'1することljljf能で

す｡iJT戸時代のli本バ111alといわれる油泉鑑賞

式庭lgilを見なゐ1ら食･|哺できます｡

　また､毎年5Jj811には藤切り祭が行われます｡

甲j･|･|市勝沼町勝沼3559

【章】中央自動車勝沼ICより2分

【・車】JR中央本組勝沼ぶどう郷駅下璽タクシー5分
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　国指定史跡の｢武田氏館｣は､｢擲錫ｹ崎館｣とも

呼ばれ､武田信玄の父､信虎が永正16年(１５１９)

に石和からこの地に館を移したことに始まります。

その後､倍玄･勝頼と武田家当主の館として使われ

ました｡現在は､武田神社が鎮座するとともに､周

辺は史跡公園として整備が進められています。

　館跡には､いくつかの古井戸が残っていますが、

その中でも｢姫の井戸｣は､信玄の息女誕生の際、

産湯に使用されたことからこの名前がつけられま

した｡現在でも自由に｢お水取り｣かできます。

　全国的にも珍しい三鵬の松は､秋になると黄金

色に紅葉します｡落葉を財布に入れて､持ち歩くと

｢金運｣にご利益があるといわれています。

５ヽｙｎご)I『

４
０

Ｑ
｡
Ｑ

武田神社　甲府Ill'Ilf府III町2611　Tel.055-252-2609

　　　　　　●アクセス【車】中央自動車道甲府昭和|.C.より30分

L･･･.lfjlj:IJj哨i'n｢

信玄公御屋形図

111lLII!1･jj｣|物仙JIlll

　
閉
信
を
中
心
に
甲
斐
の
国
の
こ
れ
か
ら
を

話
し
合
っ
た
場
所
が
、
擲
陶
ケ
岫
館
で
。
部

は
、
現
在
の
武
田
仲
叶
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
武
旧
冲
旺
は
、
天
1
1
2
８
年
に
創
建
さ
れ
ま

し
た
。
天
直
人
叫
が
即
位
し
た
際
に
、
信
玄
の

墓
前
に
従
三
位
が
贈
ら
れ
た
の
を
機
に
、
県

民
が
そ
の
徳
を
辰
い
、
民
意
の
力
で
伺
殿
が
遺

行
さ
れ
ま
し
た
。

ＵＲＬｈｔｔｐ://www.takedaiinia.or.jp/

【電車】JR中央本線甲府駅下車バス約8分
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く
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・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.　　　　　　　　　　an昌則固。　’▽　　　・

　快jll和尚が､織田難の兵火で焼討ちを受けた場所に醸っているこの

門は､「三門」と呼ばれ､寵林寺の鯖となっています｡桜の季節､紅葉の

季節と各季節によって楽しむことができます。

覗誕腿皿

　信玄か30代の頃､京都の仏

師に自らの姿をモデルにして

造らせたもの｡この頃の信玄

は､脂が乗った時期でもあり、

力強い風貌だったに違いあり

ません。

信
玄
を
歩
く
・

　歩くと｢キユツ､キユツ｣と

音をたてるうぐいす廊下。

釘が出ない工法で造られ

ており､当時は防犯対策と

しても利用されていまし

た。

　
え
　
　
り
ん
　
し

ａ
礎
９

3
9
歳
で
出
家
を
し
、
晴
信
か
ら
信
玄
へ

と
タ
‥
‥
前
を
変
え
た
武
田
信
玄
。
長
年
、
彼

が
師
と
仰
い
で
い
た
臨
済
宗
、
恵
林
寺
の

快
川
和
尚
の
導
き
に
よ
る
も
の
で
し
た
、

特
に
晩
年
、
快
川
和
尚
は
信
玄
の
心
の
支

え
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
禅
学
の
師
匠
と

し
て
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
俘
え

続
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
甲
府
か
ら

恵
種
々
の
あ
る
塩
山
ま
で
信
玄
は
幾
度

と
な
く
馬
を
走
ら
せ
て
、
快
川
和
尚
の
元

を
訪
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
生
前
の
希
望
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
１
＆
ｊ
Ｉ

よ
り
、
恵
柿
今
は
現
在
、
信
玄
の
菩
提
今

と
な
っ
て
い
ま
す　樹齢数百年の杉の木に守られるように信玄公のお嘉

があります｡｢ここに骨が埋まっているかどうかはわから

III州11j塩山小J,1殼2280 Tel.0553-33-3011　LJRI，h↑胆ﾉﾉwww.(･1･i11.ii｡ip/

●アクセス【車】中央自動車道勝沼|.C,より25分【電車】JR中央本編塩山駅下車バス15分

恵林寺

Ili.17.1.･.I}|?UI　6



　金堂中陣天井に描かれているのは二頭の龍｡吊り天井と

なっているので､下から手を叩くと多重反響現象により､共鳴

がおこります｡こ

の噴き●は、日

本一の規欄のも

ので。その●き

も男根です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　回、レ白

　平安時代の単丈六阿弥陀Ξ嚇歯二組が｡重一文化財に

指定されていますが､そのうち一組を宝物館で公開してい

ます｡第一次世界大戦の折

には､‐光寺の裏手にある

富岡敬明男�邸に運ばれ、

促●さｎたとのこと｡爽ん

巾の阿弥陀さまを眺めてい

ると心がとても渋われます。

″
４
７

　日本鹿古の謝儀として．

文化財にも指定されている

頬朝儀．ここ数年､頼朝の

面影がわかる唯一の謝儀と

して.有名になっています

● － ・ ● ｊ ■ ・ ●

　金堂の下あるお惑壇圖りは､｢心｣の文字をかたどっ

たものです｡寅っ暗闇の中を歩き｡鐘に触れることで、

劃本尊権とのご隷を結んでいただくことができます。

甲斐善光寺

｜

か’

－
闘
に

犬
蓼
参
季
春

　
甲
斐
笛
‥
光
寺
と
武
田
信
玄
の
関
わ
り
は
、
信
玄

が
川
中
島
の
合
戦
の
折
、
信
濃
片
光
寺
の
焼
失
を

恐
れ
、
永
禄
元
年
（
１
５
５
８
年
）
、
御
本
尊
冷
光

か
如
来
像
を
は
じ
め
、
多
く
の
宝
物
を
奉
還
し
た

こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
武
旧
家
が
滅
び

る
と
、
御
本
尊
は
当
時
の
権
力
者
、
織
田
仁
長
・
徳

川
家
康
・
豊
匝
秀
占
氏
と
転
々
と
し
ま
し
た
が
、

慶
長
３
年
（
１
５
９
８
年
）
に
信
濃
の
肪
‥
光
今
に

戻
り
ま
し
た
。
甲
府
で
は
、
御
参
り
の
前
に
に
げ
。
っ
て

い
た
而
立
仏
を
新
た
に
御
本
尊
に
定
め
、
現
仔
に

ヤ
っ
て
い
ま
す
。

||叫fl回li4寺3-36-］Tel.055-233-7570 tJRLh【lpy紬ww.kai-zenkoji.ol･･Jp

●アクセス【車】中央自動車道一宮射坂|.C.より70分【電車】JR中央本編甲府駅下車タクシー12分

４
１

信
玄
を
歩
く
・

｡，-，3信玄にまつわる
11ii･S･,;　_きす芦a?　ぶ昌昌江な雪雲皆,ま

スポット

ｙ ぞ゛

　武||lf､i玄の知恵が光る伝､臓の湖水｡‾･E分一一哨]水は､11本８水III｀当

選に選定された湖水の･つです｡水争いが漁しかった時代､農業-r　｡

川水を３つの桐に分配させるために､湧水||にﾓμjの石柱を築

き､2.JljJI'ljに流水を分岐させたといわれています｡現在では､二分

湖水館の111で､名水で打つそばや一捕i物の|rl[売を楽しむこと　　

1y

ができます｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§　ｌ

北41:市長坂町小荒問292-I TEL0551-32-0058　　　　　　　　　　.j･!

・ｱｸｾｽ【車】中央自動車道長坂|【より20分　　　　　　　　　　　

LK

。

　　　　　【電車】JR小海綿甲斐小泉駅下車徒歩10分　　　　‾‾‾　　　　'Ｊ

７ ｎａ：ｏ９

Jdll1行はかつて武111家の家|:i.でした｡安藤という姓は14J'j･

のものｊＭＩ｣５１４１刎１９７６年】51剥こII･|のlilほ･一文化L14に指

定されました｡jlμ|-Eでは南アルプスIlj･が竹jlllをし、一般公

開もしています。

南アルプス市西14j湖43〔〕2 TEL 055-284-4448

●アクセス1車】中部梱断白勧車道南アルプスICより10分

　　　　　　【雪恵】JR身延縮東花輪駅下車タクシー30分

ﾆΞI孤【忿温ぶ
安藤家肩
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甲
府
賊
は
、
武
田
氏
炉
織
田
儒
艮
に
滅
ぼ
さ

れ
た
後
、
豊
臣
秀
占
の
家
臣
で
あ
る
浅
野
長

波
・
や
艮
親
ｆ
に
よ
り
、
文
様
２
～
５
年
〃

一
１
５
９
３
～
１
６
０
０
年
）
ま
で
の
間
に
造

ら
れ
ま
し
た
。
往
時
の
甲
府
賊
は
、
現
在
残
っ
て

い
る
範
囲
よ
り
は
る
か
に
規
模
が
大
き
く
、
現

在
山
梨
県
庁
炉
あ
る
場
所
や
甲
府
駅
北
目
周

辺
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、
金
箔
が
貼

ら
れ
た
賊
瓦
や
浅
野
家
の
家
紋
を
施
し
た
瓦

な
ど
『
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
関
東
の
徳
川
家
康

を
牽
制
す
る
た
め
に
、
こ
の
地
に
城
が
築
か
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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甲
岩
城
と
柳
沢
吉
保

　
江
戸
時
代
中
期
、
六
代
将
軍
家
宣
の
時
代
に

柳
沢
。
口
保
が
甲
府
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
占
保

が
甲
斐
を
治
め
た
の
は
2
0
年
足
ら
ず
と
短
い
問

で
し
た
が
、
そ
の
問
に
甲
府
賊
の
大
改
修
が
行

わ
れ
、
城
内
の
曲
輪
や
建
物
の
名
称
が
大
幅
に

変
更
さ
れ
、
城
下
町
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
保
の
公
用
日
記
『
栗
只
堂
年
録
』
に
綴
じ

込
ま
れ
て
い
る
甲
府
城
絵
図
は
、
甲
府
城
改
修

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ヨ
１
１
保
は
武
川
迫
、
ｐ
の
ｒ
孫
で
あ
り
、
武
田
拓

玄
を
尊
敬
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
目

保
自
身
は
生
涯
一
度
も
甲
府
城
に
入
る
こ
と
は

な
く
、
甲
府
政
七
と
し
て
城
へ
入
っ
た
の
は
息

。
ぃ
Ｊ
の
白
肌
で
し
た
。
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り
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爵
４
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’
一
包
子
４
諸
費
玄

い
１
４
ぷ
ｔ
孝
養
ｔ

客
孫
４
題

μ･

柳
沢
吉
原
は
同
じ
絵
師
に
多
く
の

自
画
像
を
描
か
せ
、
様
々
な
所
に
納

め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
正
装
を
し

た
志
保
。
手
前
に
あ
る
文
汲
に
は
武

田
家
の
こ
と
が
圃
か
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す



入母屋造で本瓦葺の二重二階櫓｡鬼門の方向に位重し

ています｡現在､資料館として甲府城の歴史などについ

て見て楽しむこともできます。

一l二二い

２階礁ての櫓門として本丸南側に建築された鉄門は。

明治初期まで存在していたことが､歴史資料などから

判明しています｡(平威25年1月端工)

甲府城の石垣は､籍城期|こ構築された野面種みで日本

有融のものです。

震Wiygy●4冪4lj逼
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９やまなしの歴史

祁
・
ｅ
聾

もともと一つだった石を２つに割って使っているこ

とからこういう名前かつきました｡この写真を見な

から､ぜひ探してみてください。

矢穴･やあい
石を割る矢を打ちこんだ穴のこ

と｡城内には握りかけの矢穴など

が残る石材があり､当時の採石

の技術を知ることができます。

　
甲
府
城
跡
へ
登
る
と
甲
府
盆
地
の
景
色
が
一
望
で
き
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日
に
は
南
側
に
富
士
山
、
北
側
に
は
八
ヶ
岳
、
西
側
に
は
南
ア
ル
プ
ス

や
甲
斐
駒
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
甲
府
城
跡
か
ら
眺
め
る
甲
府
の
街
は
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
か
つ
て
こ
の
街
は
ま
さ
し

く
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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φ

Ｍ-　　　ａ城内にはいくつかのお花見スポットがあります。
ヒ見スポットSI自耀は､ぜひ歩いて回ってみてください。
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為
頚
親
香
と
ぬ
く
も

　
‐
上
芦
川
を
歩
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
が

ｙ
ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ゝ
ｉ
　
　
　
゛
１
１

　
　
く
ド
ヤ
上
、

う
殺
条

頒
し
や
り

奈
心
Ｉ

　
ｙ

　
山
梨
県
内
に
は
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
甲
州
街
道
を
は
じ
め
と
す
る
街
道
が
、
現
在
で
も
私
た
ち
ー

の
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
に
甲
斐
の
守
り
の
要
所
と
し
て
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
｀

た
上
芦
川
。
若
恋
路
沿
い
に
発
展
し
た
芦
川
集
落
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

か
ふ
と
づ
く
リ

■
兜
造
民
家
と
石
垣
の
風
景
の
集
落
を
歩
く

　
笛
吹
巾
に
あ
る
芦
川
肘
は
、
現
在
４
つ
の
地
区
（
上
芦
川
、
新
井
原
、
中
芦
川
、
鴬
ご
と
に
分
か
れ
て
お

り
、
全
部
で
１
５
０
棟
を
超
え
る
兜
造
民
家
が
集
落
全
体
に
残
っ
て
い
ま
す
江
戸
時
代
、
谷
村
藩
（
現
在

の
都
留
巾
付
近
）
が
良
質
の
絹
織
物
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
芦
川
地
区
で
生
産
さ
れ
る
良
質
の
絹

糸
は
と
て
も
屯
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
り
、
養
蚕
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な
り
、
こ
の
頃
に
多

く
の
家
々
の
屋
根
が
兜
迫
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
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迫力たっぷりの兜造り(鶯宿地区の風景)

　見渡す限りの兜造りの家々､､今でも作宅とLてＨ々の生μ･が営

まれています。

　兜造民家とは､完と嵐を取り入れるため匈｡根の一部を切りﾄ｡げ

たもので､善一の盛んでありた山梨､長野に多く腿られます。

　芦川|ﾖ｣'には150棟を越える兜造民家群が残-jていますが､こj1

ほどの数の･占lx!家群が残る地域は全国的にφj例がありません｡
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ｒ５砺歪蕗西瓜JI

O諏訪神社の大ケヤキ
　笛|吹Ilj'の天然一念物にも指定され

ている大ケヤキのある諏訪袴11:｡。|:

芦jll集落の入り【1に人々を出迎え乙

かのように7･IZりています。

ﾀﾞ

９

＠東林寺の題目塔

○山からの水
　まず驚いたのは､家の脇を涜れる水。

その勢いと例-にぴっくりにの水は111か

ら塊れでて、今でも人々の暮らしの申

で使われています､、

Ｉ
恥
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み
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　東林jj'jl釦こは屈目塔が･I･:--]ています。これは、

JII･･川植物のもので.l股に分かれています｡
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　　目本節･といわれる日本すずらんのμ則1地がある

　芦川には､今でも日参の涼風以が残っています｡毎年

　６川哨旬には､すずらんの甲､まつりが?｣゛われます。

すずらんの里まつﾘ実行委員会TEL.055-298-2111

●アクセス【車】中央自動車道甲府南ICより30分

●

ｌ
ｉ
ｉ

ｉ
ｓ

【電車】JR中央本線石和温泉駅下車バ｀ス40分。jf
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天保8年C1837刳上芦川手･l絵図
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し扁1に:7

＠日本の原風景
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　歩いていると。懐かしい茅葺き尾根の家をＱつ

けました｡縁側に癩り、迫くの景色を眺める。これ

だljでも心が洗われる時Ilnlが過ごせます。
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集落のあち･7にちらに貯めら

れています、水は無色透明

で、とてもS･11いていました｡
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静
岡
か
ら
山
梨

　
富
士
川
は
、
駿
河
湾
か
ら
静
岡
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
へ
と
続
く
河
川
で
す
。
そ
の

昔
、
富
士
川
は
富
士
山
か
ら
発
す
る
川
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
。
海
か
ら
富
士
川
を
さ
か
の
ぽ
り
、
多
く
の
物
資
や
文
化
が
山
梨
県
へ
も
た

ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
富
士
川
の
周
り
に
は
、
現
在
で
も
集
落
か
川
に
沿
っ
た
形
で

点
在
し
て
い
ま
す
。
明
治
3
6
年
（
１
９
０
３
年
）
の
甲
府
駅
ま
で
の
中
央
線
開
通
、
昭

和
２
年
の
富
士
身
延
鉄
道
の
完
成
ま
で
、
山
梨
の
流
通
を
支
え
て
き
た
富
士
川
舟
運

で
す
が
、
平
成
2
4
年
（
２
０
１
２
年
）
、
１
０
０
年
ぶ
り
に
富
士
川
舟
下
り
が
復
活
し

ま
し
た
。
富
Ｌ
川
か
ら
身
延
町
中
富
ま
で
の
舟
下
り
を
体
験
し
な
が
ら
、
富
士
川
の

歴
史
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
ま
で
、
３
０
０
年
以
上
続

い
た
富
士
川
の
舟
運
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
富
士
川
に
身
を
任
せ
な

が
ら
、
舟
に
揺
ら
れ
、
4
0
分
。
い
つ
も
通
る
国
道
か
ら
見
る
脱
色
と

は
違
い
、
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
気
分
。
山
と
空
、
川
の
流
れ
に
包
み

こ
ま
れ
、
毎
日
の
忙
し
い
日
々
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

気
就
ぼ
揃

富
圭

寛政2年(1790年)

創業の酒蔵。春鶯

聯という名は、交流

があった歌人与謝

野晶子が命名したも

のです｡

萬屋醸造店

狙
捌
旨

南巨摩郡富士川町青柳1202-I TEL ； 0556-22-2103

●アクセス【車】中部横断自動車道増穂ICより5分

　　　　【電単】JR身延線市川大門駅下車タクシー10分

市川大門

り

紫陽花寺としても有

乃な妙法か。ダイヤ

モンド富七が見える

場所としても有名な

高下地区も近くです。

小室山妙法寺

'･?

a.uli大il

南巨摩郡富士川町小室3063 TEL:0556-22-0034

●アクセス【車】中部横断自動車道増穂ICより10分
　　　　【電車】JR身延線鰍沢□駅下車タクシー12分

鰍沢□｣哩山妙法寺
･八肺
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甫巨●郡●圖町下部1130-I TEL！0556-20-30DI

●アクセス【章1中部梱・白励恵道増●Cより30分
　　　　【電粛】JR身延・下部漣良一下●槍歩5分

こ！川

　－
｜

富士川舟運株式会社南口摩郡?;□j川町鹿島102-2
クラフトハーク

㎜　■■
　.’･』..M－･

ﾆgiS･こｓ･
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園内にはイペント広

場｡11然観察の森。

0556-27-0194

10時～]4時(季節により時間に変更あり)

毎週火曜日

大人2,200円(2,500円)こども1,000円(I,250円)

電話

出発時間

定休日

乗船料金

１

)内は十｡日祝祭日料金謳|体割引もあります。

【車】中央自動車道甲府南|.C､より20分

【電車】JR身延線｢鰍沢□駅｣下車タクシー5分

　　　　　　　　　　　　　　　　　n4u｡tt12

　　　　（

●アクセス
１

茫茫1-nだご.゛(jで

gE国語士
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　二ii幽神社
　｢漓め砂｣があり自由に捕っていくことができまず．さら

に、ここをくぐると厄が払える干支があります．

笛吹市－Ｓ町－ノ宮16S4　　　　　　　　－

Tel.0553-47-0900 ●ｱｸl!ｽl・】中央白・塵道麹沼ISより.5分.‥レ

1 ｼ S － － 1 ふ ゐ S

　
こ
こ
最
近
、
女
性
の
間
で
は
や
っ
て
い
る
の
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
。
女
性
誌
で
も
特
集
を
組
む
な
ど
、
全
国
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
［
し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い
］
「
素
敵
な
方
と

出
会
い
た
い
」
と
は
、
い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
女
性
は
願
う
も
の
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
寺
や
神
社
が
多
い
山
梨
県
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

を
ご
案
内
し
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
を
し
て
、
来
年
こ
そ
は

い
い
ご
縁
に
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。
ぜ
ひ
、
一
つ
ず
つ
回
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

●
や
ま
な
し
の
縁
結
び
の
お
寺
と
神
社

Ｏ
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ｏ
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亙Ｘ■　　■U㎜八？知

に２ぴａ八雲神社
今年こそ、良縁を…と思っている女性Ｘ

男
性
と
女
性
の
気
に
な
る

の方々、ぜひ甲府へ来たら、足を運んで

みてください。

甲府市猪狩町44(昇仙峡)

●アクセス

昇仙峡【車】中央目動車道甲府昭和ICより40分
　　　　　【電車】JR中央本線甲府駅下車バス40分

ハ雲神社昇仙峡ロープウェイ｢ハノラマ台駅｣より徒歩3分ｊ

t r 7 z ﾝ
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　　ljうごｰｺ

　　放光寺

　花と繍結びで有名なお寺なので、多

くの女性が境内の花と縁結びを祈願す

るために訪れています。

甲州市趣山‐末243S
lel.{}551-32-3340

●ｱｸｾｽ

l垂】中農自動廟道膀沼ICより]s分I・雍】JR中央忿紬地山駅下崩バス20分
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パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
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お
す
す
め
の

ケ
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桜色に染まる久遠寺

　桜の季節が終わると､身延山は辺り一面､新譜

に包まれます｡夏のこの時期は､日‐上人が身延

　　　　　　　　　　　　かい口●く戈山を開山された配念の日､開闘会が日月１５日から

　春､久遠寺といえば､桜です｡境内にある樹齢４００

年の２本のしだれ桜は､久遠寺の歴史そのもの｡桜の

花は日蓮上人ととても関係が深く､弘安5年(12日２

年)１０月１２日に亡くなられた日､秋だというのに桜の

花が咲いたと言い伝えられています。

信仰の熱い恩いを感むる

　
　
Ｌ
ゆ
く
ぼ
？

ｏ
宿
坊
体
験

　弘安５年(１２８２年)に御入滅された日蓮上人

の御遺徳を偲ぶ御報恩の儀式｡命日の12日の前

後2日間を合わせた３日間(10月１１日～13日)

に渡り､法要が行われます｡１２日の夜には､夜を徹

　
身
延
山
久
遠
か
の
周
り
に
は
、
宿
坊
と
呼
ば
れ
る
宿
泊

施
設
が
2
0
カ
所
あ
り
、
現
在
で
も
参
拝
者
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
二
地
図
参
照
）
も
と
も
と
は
、
僧
侶
た
ち
が

寝
泊
ま
り
し
て
修
行
を
す
る
場
所
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現

在
で
は
帽
ど
を
は
じ
め
、
久
遠
ｙ
へ
参
拝
す
る
旅
行
ｙ
日
に

も
宗
派
に
は
関
係
な
く
気
軽
に
利
川
で
き
る
宿
泊
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
ご
1
1
1
坊
へ
泊
ま
り
た
い
と
ご
希
望
の
方

は
、
ま
ず
は
身
延
山
政
光
陥
会
へ
ご
連
絡
を
。

一
身
延
町
身
延
山
観
光
協
会

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
５
５
６
－
６
２
－
０
５
０
２

ｉ

－
Ｉ
・

ｌ

年削北め心新たに
　毎年1月１日-一３日まで新年祝機会が行われま

す｡凛とした本堂で行われる祝祷会には､多くの参

拝者が訪れます｡今年も新たな気持ちで新年を迎

える｡心を落ちつく時間を過ごすことができます

○

刹宍

勤え

ぞ
心
を
清
め
る

　
本
堂
で
毎
朝
行
わ
れ
る
朝
見
、
法
ド
さ
ま
を
は
じ
め
、

久
遠
か
の
僧
侶
が
集
ま
り
、
説
教
す
る
姿
は
と
て
も
迫
力

が
あ
り
ま
す
ぶ
侃
た
だ
し
い
日
々
を
振
り
返
り
パ
目
分
と

向
き
合
う
時
間
。
こ
ち
ら
も
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
も
不
姿
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
身
延
山
久
遠
寺

　
　
　
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
３
５
６
７

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
５
５
６
－
６
２
－
１
０
１
１
（
代
）

　
。
歴
史
と
信
仰
が
息
づ
く
身
延
山
久
遠
寺
は
、
日
蓮
宗
の
総
本
山
で
あ
り
、
開
枡
目
蓮
大
宗
人

が
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た
霊
山
で
す
。
現
在
で
は
、
全
円
各
地
か
ら
心
の
癒
し
を
求
め
て
多
く
の

方
が
訪
れ
ま
す
完
／
回
は
、
久
遠
斤
の
四
季
折
々
の
楽
し
み
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ｙ
身
延
山

－
－【電車】JR身延線身延駅下車バス12分【車】中央自動車道甲府南|.C.より60分

≒ｇＪ７
,･,IJ｡,j=………』･14



身
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４
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Ｇ
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Ｒ
身
延
線

宦
士
川

身
延
釈

ｅ
ｅ
・
＠

　
身
延
山
久
遠
寺
へ
の
一
歩
は
、
総
門
で
す
。

総
門
を
く
ぐ
り
、
門
前
町
を
通
り
抜
け
る

と
、
久
遠
寺
の
玄
関
と
も
い
う
べ
き
三
門
が

姿
を
表
し
ま
す
。
三
門
を
経
て
苔
提
梯
二
八

七
段
を
登
れ
ば
、
涅
槃
の
本
堂
に
至
り
、
覚

り
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

菩提梯(ぼたいてい)宿赤駅j

｢リ'

圏遜

Ｊ
　Ｑ延山とL111jlllを4iljぶ身延往還｡|赤沢l,I･1｣はその

宿場||｣･です｡かつて多くの参･;ln客を迎え入れた|||緒あ

剔II･,･坦と石jIIII:は今でもそのＵ･樋1を残しており,'ﾄﾞ成5年

に国の･n砦伝統的建造物群に選ぶされました｡，

　　　　　　南巨摩郡早川町赤沢

　　　　　　l車1中央自動幽遠甲府廟Cより60分

　　　　　　【電車】JR身延縮身延駅下幽タクシー45分
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富
士
山
と
共
に

　
富
士
山
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
富

士
講
。
そ
の
起
源
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
。
一
日
い
伝
え
に
よ
る
と
、
富
士
山
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｊ
…
／
－
・
ｊ
Ｊ
い

の
人
穴
（
静
岡
県
富
十
占
田
所
）
で
修
行
し
た
角
行
藤
仏

と
い
う
行
者
に
創
剛
さ
れ
た
富
士
信
仰
の
。
派
に
由
来

さ
れ
、
そ
の
後
、
発
展
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
に
富
士
講
の
活
動
は
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
「
オ
ガ

ミ
（
拝
み
）
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
と
富
士
登
山
（
富
Ｌ
Ｌ
詣
）

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
か
ら
占
田
ま
で
の
道
筋
は
、
新
宿
を
起
点
と
す

る
甲
州
街
道
を
大
月
で
分
か
れ
、
谷
村
か
ら
ト
ぷ
に
田
に

向
か
う
「
富
士
道
」
を
通
る
の
が
。
般
的
で
、
七
占
田
の

入
り
目
は
金
鳥
居
が
目
印
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

富
士
の
山
を
眺

　
日
本
。
の
山
、
・
Ｍ
Ｌ
山
。
季
節
を
通
し
て
そ
の
姿

を
変
え
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
富
・
Ｌ
山
を
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
富
Ｌ
の
ぼ

史
を
学
び
、
そ
の
奥
深
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
富
Ｌ
山
に
関
係
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
ほ

て
、
学
ん
で
、
歩
け
る
コ
ー
ス
を
昭
行
し
ま
す
。

-
一

一一一
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｀I‘I 』|｡‘jJj‘i;･Ilj:,;,III,のf,il aJjall』はこのような格好で?;I,･ |:を目指ＬまＬた

富
士
信
仰
の
面
影

　
現
在
の
金
鳥
居
は
、
巾
で
通
り
抜
け
ら
れ
ま
す
が
、
か
つ
て
、
こ
こ
は
と

て
も
呻
や
な
場
所
で
し
た
。
歩
い
て
く
ぐ
る
と
富
Ｌ
山
の
信
仰
の
世
界
へ

と
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
謂
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
汪
八
時
代
の
最
盛
期
に
は
約
１
０
０
軒
ほ
ど
の
御
師
が
上
吉
田
に
居

住
し
て
い
ま
し
た
。
御
師
と
は
、
信
仰
Ｈ
目
的
で
富
士
山
に
ひ
る
「
道
者
」
の

家
内
や
宿
泊
を
賄
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
現
存
す
る
御
師
の
家
は
数

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
富
七
講
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、
富
ト
八

田
市
内
に
あ
る
歴
史
民
俗
博
物
館
で
当
時
の
様
ｆ
を
垣
問
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
当
時
の
御
師
の
家
を
叫
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
昌
だ
‥
が
御
師
に

奇
道
し
た
と
い
う
神
殿
、
飲
食
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
弁
‥
は

自
分
た
ち
の
御
師
を
一
所
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、
呻
吟
を
寄
進

し
た
り
、
宿
と
な
る
家
を
建
て
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
畠
上
山
に
信
仰
あ

り
と
い
う
時
代
の
流
れ
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

知
る

ｊ-k
・=-大IF･ﾓlg｣出2.「.Sjlll･とalJlinllUjl!だ一分｣:!i j,I;･ltlli'lill｣911Jijna起J,I,liでＬた

凹物館内に円現されている貨川｡池茶屋

富士吉田市歴史民俗博物館台や|市上,4m288-1
0555-24-24目

９時30分～17時(入館は161時30分まで)

毎週火馴|口火咄|-|が祝日の場合､その・11)

大人300円124011｣)小中学生15(1円1120PD

電話

開館時間

定休日

観覧料

●アクセス【車】中央自動車道河口湖ICより10分

　　　　　【電車】富士急行線｢富士山駅｣下車バス10分

･,･１,｣,Ｉ．,ｊｌｌ９

１６



　
明
治
時
代
に
描
か
れ
た
上
占
田
に

胞
ん
だ
御
師
の
町
並
み
を
見
て
も
、

浅
間
神
社
を
中
心
に
家
々
が
並
ん
で

建
っ
て
い
ま
し
た
。
樹
齢
数
百
年
の

杉
本
な
の
中
に
佇
む
浅
間
神
社
は
、

占
米
よ
り
富
卜
山
と
深
く
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
６
月
3
0
日
に
は
、
お

道
開
き
の
神
事
が
境
内
の
登
山
門
で

行
わ
れ
ま
す
。
富
Ｌ
椙
仰
の
道
と
親

し
ま
れ
て
き
た
。
に
田
口
登
山
道
が
山

厄
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

●アクセス 【車】中央自動車道河口湖ICより5分

【電車】富士急行線｢富士山駅｣下車

　
１
９
０
０
年
以
七
の
歴
史
が
あ
る
Ｉ
‥
ｍ
士
浅
間
神
社
は
、
富
士
登
山
道

肖
田
口
の
入
り
目
で
も
あ
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社
で
す
。
社
記
に
よ

れ
ば
、
富
士
山
の
大
噴
火
を
恐
れ
る
人
々
の
心
を
鎖
め
る
た
め
に
、
垂

仁
天
嘔
の
御
代
に
勅
令
を
も
っ
て
、
火
山
鎮
護
の
神
、
本
花
間
耶
姫
を

祀
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ｉ

‐鴫
―
■
－
Ｉ

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ａ
喝

徒歩20分

　８月26日､２７日に行われる｢吉田の火祭(鎮火大祭)｣は､日本Ξ

奇祭のーつに数えられています｡北[]本吉Ｉ士浅間神社と地内社

脂訪神社の秋祭りであるとともに､富士LLのお山じまいの祭りでも

ありまｔ

　８月26日に行われる高さ3メートルの笥形にしつらえた70本以

上の大たいまつが炎に包まれる光景は壮観の一言です｡この祭‘J

が鎔ると､富士山は短い夏を終え､嘉士北麗地域は秘を迎えまｔ

－

－
－

一 一 一 一 一 一 一 一 －

　 － 　 一 一 　 - -

－ - － － － - - － －

一 一

ﾉ嗜｀

う田

ﾉﾚどの
１ん

ツの

１７ゃnいI堡史

北
口
本
宮
富
士
浅
間
神
社
の
役
割

円
に
目
り
践
回

　
き
た
ぐ
ち
ほ
ん
ぐ
う
ふ
じ
せ
ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ

､､１’

４し乙芯 ｊ
ｌ
Ｊ
僑

　国道139弓【塞士みち】の金鳥届から約300m南西側にあ

るIEｮ外』||家住宅は､かつては､80軒以上あったという御師の

家｡IEｮ外JII家住宅の母屋は1768(明iﾛ5)年に建造され､御師

の憲の中でも古く､貴重です。

開館時間午前9時30分～午後5時(入館は4時30分迄)

休館日火曜目(火曜目が税目の場合は､その翌出

観覧料人人100円小中高牛.50円

●ｱｸｾｽ【車】中央自動車道河口湖ICより5分
　　　　　【電車】富士急行線｢富士山駅｣下車徒歩5分

市内に60軒以上のうどん屋さん
　富士吉田市で右名なものといえぱ､何といっても吉

田のうどん｡富士額か盛んだった時代､御師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
の寂でも参詣客相手にうどん力'売られてい

ました｡それは専門的な店舗を構えたもので

ｉ

はなく､一般の屈住用家屋の一部を昼間だけ

聞放してうどんを提供していたといわれてい

ます｡吉田のうどんはその時の名残なのか､今

でも自宅の一部を闇放しているうどん屋さん

が多くみられます｡コシ､硬さ､太さに特徴を持

つ吉田のうどんは､キャベツと馬肉を乗せて童

べるのが特徴です。

何
世
代
に
も
伝
わ
る
う
ど
ん
文
化



１

已
間
匯
回
Ｓ

忍
野
ハ
海
を
歩
く

ヅ

１

恥
剔
靭
ぶ

　
忍
野
八
海
は
八
つ
の
湧
水
池
か
ら
成
っ
て
お
り
、
富
・
に
山
の
雪
解
け
　
ー
。

水
が
8
0
年
の
歳
月
を
か
け
濾
過
し
、
八
ヶ
所
の
池
（
「
出
ロ
池
」
「
御
釜
池
」

「
底
抜
池
」
「
銚
子
池
」
「
湧
池
」
「
濁
池
」
「
鏡
池
」
「
菖
蒲
池
」
）
を
作
り
ま
し

た
パ
池
は
ど
れ
も
神
秘
的
で
叉
し
く
、
冬
場
は
池
よ
り
朝
霜
が
立
ち
込
　
・

め
、
と
て
も
幻
想
的
な
姿
を
目
九
せ
て
く
れ
ま
す
ク
冨
Ｌ
の
恵
み
と
も
い
う

べ
き
忍
野
八
海
の
水
は
、
桂
川
の
最
ヒ
流
の
水
源
地
と
し
て
、
遠
く
は
相

模
湖
ま
で
通
じ
、
京
浜
地
方
の
大
切
な
給
水
源
と
し
て
大
き
な
役
割
を

１
１
１
ぷ
た
し
て
い
ま
す
。

鏡

ａ

●
ア
ク
セ
ス
【
単
一
中
央
自
動
車
道
河
口
湖
に
よ
り
１
５
分
【
電
車
】
富
士
急
行
線
「
富
士
山
駅
」
下
車
バ
ス
1
8
分

菖j

／湧

出

＼

ヽ -

　
－
壽

犬
　
・
で

･Ｓ●－．Ｓ･●４岬

－･･･㎜■㎜㎜

　：　　ｶい
入海

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ
Ｉ

｢りI真提供:アドワークス･長田義己

〆

回
栞
圈
穎
○

鳴
沢
氷
穴
・
富
岳
風
穴

　
鴫
沢
木
穴
と
富
防
風
穴
は
、
青
水
ケ
原
樹
海
に
あ
り
、
一
一
‥
１
１
１
Ｌ
山
周
辺
の
代

八
的
な
溶
岩
洞
窟
で
す
。
真
夏
で
も
木
が
見
ら
れ
、
今
か
ら
約
１
１
５
０
年

前
の
以
硯
６
年
（
８
６
４
年
）
一
一
Ｍ
Ｌ
山
の
側
火
山
長
尾
山
の
噴
火
の
際
、
ト
目

い
畜
生
火
山
の
間
を
灼
熱
に
焼
け
た
溶
…
、
石
流
（
汚
水
ケ
原
丸
尾
）
が
流
れ

ド
っ
て
で
き
た
の
が
、
こ
の
Ｉ
．
つ
の
ト
ン
ネ
ル
式
に
な
っ
た
詞
宗
で
す
。

　
昭
和
斗
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
世
界
的
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た

地
質
学
ト
、
回
収
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　鳴沢氷穴

●内部の気温は平均3度と低く､一年中氷に

　おおわれています。

　聞合せ先：鳴沢氷穴TEL0555-85-2301

　.S･　がく　.i､1　!t-J
富岳風穴

●S;tl?1?;t型洞窟なので､お子棟でも

間合せ先り;II･話風穴TEL0555-85-2300

－

　　　　　　‥‥‥‥‥‥入洞料金C共通)

大人(申学生以上)通常280円　小人【小拳生】通常130円

　　●アクセス【車】中央自動車道河□浦ICより20分【雪恵】１士急行鐘｢泥[]湖駅｣下車パス30分

１８

－・
－
‐
－
‐
－
－
‐
－
‐
－
‐

涙
痕
総
掘
嘔
諒
俯

－
‘
！

'眺め､学び､知る



影阿塚7

御
坂
天
下
茶
屋

　
昭
和
９
年
に
お
店
を
構
え
た
人
ド
茶
屋
は
、
木
造
２
階
注
て
の
茶
屋
で

峠
を
行
き
交
う
人
々
の
た
め
に
食
右
を
ふ
る
ま
っ
て
い
た
の
が
始
ま
り
で

し
た
。
占
く
か
ら
多
く
の
文
人
が
訪
れ
、
申
で
も
有
名
な
の
が
井
伏
鱒
二
と

太
宰
治
で
す
泌
？
仕
で
も
、
大
宰
も
良
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
う
と
う
や

そ
ば
、
み
そ
田
楽
な
ど
田
舎
糾
即
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋荼，天下坂御

ゑ
宰
砥
も
愛
し
た
富
士
の
山

　
大
宇
治
の
作
‥
回
路
獄
百
景
』
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
冨
ト
ゐ
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作

‥
四
は
、
昭
和
は
年
に
発
瓦
さ
れ
た
も
の
で
、
大
官
本
人
の
体
験
に
塙
づ
く
小
説
で
す
。
昭
和
１
３
年
、

拝
伏
鱒
。
。
が
仕
今
川
に
し
て
い
た
御
坂
峠
に
あ
る
火
ド
茶
り
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
、
人
ド
茶
屋

の
２
潜
に
あ
っ
た
井
伏
の
仕
巾
部
屋
か
ら
毎
日
路
ト
と
向
か
い
乙
目
っ
て
い
た
太
字
は
、
そ
の
様
ｊ

を
「
お
あ
つ
ら
え
む
き
の
Ｊ
‥
ｍ
Ｌ
で
あ
る
」
と
淑
‥
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
太
字
は
拝
伏
の
紹
介
で
、
甲
府
の
娘
と
お
見
八
目
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
見

へ
目
い
の
彫
に
も
富
士
山
頂
大
噴
火
口
の
鳥
瞰
ワ
百
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
富
ト
。
を
眺
め
な
が

ら
・
バ
獄
。
白
鼠
」
を
読
む
の
も
よ
し
。
読
ん
で
か
ら
眺
め
る
の
も
よ
し
。
。
入
ド
茶
9
.
に
は
拝
伏
や
大

宰
が
辿
コ
」
い
た
時
代
そ
の
ま
ま
の
面
影
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　｡､.i-､.j-皿　南都留郡山測||閥III」･河口2739 TEL 0555-76-6659　　　　肪¶　　

○太宰治文学記念室

　　　　　蓼

天下茶屋（本店）2階に太治が隋Ｌた部jをｌ元しil時
　Ｉ　　　　　　　　　　　使用した机や火鉢、初版本やパネル等を展示しています。

@　　　　　

入館料：にドＭご利川のお客まは料

　　　　　　　　　営業時間：９時からjj没まで

　　　　　　　　　営業期間:4JJ ljlj～12j］|哺jまでは無休。冬詞l休１

　　　　　　　　　　　　●ｱｸｾｽ【廓I中央自動皇道河口湖ICより15分
　　　　　　　　　　　　　　　【一廓】富士急行娘「河□湖駅｡|下粛バス30分

１９
４４１．９,９
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松
本

静岡駅

至佐久

新富士駅 Ｊ東海道新幹線

　　　　　�a値sc個　--爆玉方�から �喪●ケ鵬ICij･子J�

　　　　　S･1�曝�IS分．墨●窓�から一席Iロｰ:�谷J

重曹方�から･．盲弁芦IC

里傭方�から１名古里lc

静岡方面から

各地からの

　所要時間

資料を屡示しています｡

甲府市下曽根町923

TEL 055,266,3881

巾脚□駒翠・１時間30分
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行ってみたい観光スポットが決まったら、

「富士の国やまなし観光ネット｣で検索し、

[見る][食べる][温泉][体験]などのアイコ

ンをクリック!

地図上で『情報誌にはない“独自の穴場ス

ポッド』を簡単に見つけることができ､山

梨をもっと楽しむことができま孔

マイブランで　　　　　　　　・
オリジナル�光ルートを作ろう!

作成したマイプランは印刷したり､自分や

友人の携帯電話や対応するカーナビに

メーjﾚにて送信できまｔ
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がの

｢いい旅やまなしナビ｣では､山

梨ならではのツアーをテーマ

ごとにご提案します!

｢地元の自慢が詰まった手作り

の旅｣をお楽しみください!

いい旅やまなしナビ

●電話でのお申込みは

お申込み専用ダイヤル

東京都中央区日本樵2-3-4日本槽プラザピル1随一･

大阪市北区揖田1-1大阪駅前第SピJし21階………

南都留郡富士河□湖町船津6663-1

| |
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観光情報検索
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�幽

幽

　　増山51｀､､6い
　　の１一白公樋

　　　　永

hｔtｐ://wｗw.＿..

lﾆこご９‰

l絢哨i1やまなしナヒ

中肉回勅●遵9一際

　　匡遜5p司緞1時間30分，静岡市方面-増穂IC

　　IIII百13eM綴30分．御殿場方面㎜　須走IC

新幹線(東京まで)

盛岡｛東北新幹線｝･約２時間３０分

秋田（秋田新幹線）→約４時間

仙台（東北新幹線）→約1時間40分

山形（山形新幹線）→約２時間50分

新潟（上越新幹線）－約2時間２０分

長野（長野新幹線）→約1時間40分

新大阪（東海道新幹線）→約２時間４０分

縄文土器をはじめ山梨県内の遺跡か

ら発掘されたll器やぞ-1器などのぞ占

やまなし観光推進機構

S055-231 -2722

甲府市丸の内1-8-17山梨県庁西別館1階

.1一¨･'I“"'..
-甲攬�和IC

IllS･゛s'“自･I･'？一自'‥

-●麗麗糎IC

飛朽機(・田･●州まつもとまで)

札

函
桐
札
褐

幌ぺ羽田→約1時間３０分

諮り羽田･約1時間２０分

岡う羽田→約1晴間30分

幌･:信州まつもと一約1時間40分

岡う信州まつもと→約1時間４０分

~.･加

１･ａｇ轟轟S

･山梨の自然と人｣をテーマに､山梨の

歴史やえ化などを自然との関わりの中

で紹介します。

笛吹巾御坂町成田1501-1

TEL 055-261-2631

●富士の国やまなし館

●山梨県大阪事務所

●山梨県立富士ビジターセンター

゛％

�03-3241-3776

�06-6344-5961

�0555-72-0259
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